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第１章 令和５年度 WWL コンソーシアム構築支援

事業の取組概要と総括 
 

 

１ 事業の実施期間 

   令和５年 4 月 1 日 ～ 令和６年 3 月 31 日 
 

２ 事業拠点校名 
学校名  金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校 
学校長名 南波 聡 

 

３ 構想名 持続可能な世界を実現し，Society5.0 を牽引するグローバル・リーダーの育成 
 

４ 構想の概要 
 本構想は，北陸圏域の高等学校，海外の高等学校，関連する機関により「北陸 AL ネットワー

ク」を形成し，組織的・継続的に“持続可能な世界を実現し，Society5.0 を牽引するグローバル・

リーダー”を育成するものである。 
拠点校において実施してきたスーパーグローバルハイスクール事業（以下：SGH）の課題探究

型課程をベースに，国内外の連携校等における取組や各校が立地する地域の異なる経済・文化・

歴史等の社会的背景も含めた多様な視点，協働機関による専門的視点からの指導等を取り入れる

ことにより，深化させた教育カリキュラムを展開する。さらに，高校生の段階から金沢大学が有

する海外ネットワーク等も活用した国際性と，アドバンスト・プレイスメント（以下：AP）によ

る高い知識を身に付けさせる取組を加え，社会が抱える複雑な課題に立ち向かう“新たなグロー

バル・リーダー”育成モデルを確立し，広く全国へと発信する。 
 

５ 教育課程の特例の活用の有無 
 無し 
 

６ 管理機関の取組・支援実績 
（１）実績の説明 
 ① 国内外のネットワーク強化 

令和６年３月に実施したミライシコウ金沢（高校生国際会議および高校生探究成果発表会）を

開催し，それを通して，福井県立高志高等学校，小松高等学校，シンガポール NJC，仙台城南高

等学校，仙台二華高等学校，金沢泉丘高等学校，金沢大学附属高等学校，金沢西高等学校，金沢

錦丘高等学校，金沢二水高等学校，京都先端科学大学附属高等学校，大聖寺高等学校，高岡高等

学校，東京学芸大学附属高等学校，東京学芸大学附属国際中等教育学校，七尾高等学校，藤島高

等学校とも連携体制を構築した。 
また，ミライシコウ金沢の高校生探究成果発表会における助言者・審査員として，金沢大学を

中心として，国連大学サスティナビリティ高等研究所いしかわ・かなざわオペレーション・ユニ

ット，北陸先端科学技術大学院大学，北海道武蔵野女子短期大学，福井大学，等に所属する専門

家が参画する体制を構築し，ネットワークを強化した。さらに，令和２年度にオンライン上に構

築したプラットフォーム(e-museum)において，課題研究等の成果物を掲載し，情報発信を開始し

た。 
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② アドバンストプレイスメント（AP）の実施 
新たな AP の開発 

  管理機関である金沢大学において，令和４年度から学域等への科目等履修生の出願資格に

「高等学校等に在学している者」を加え，高校生が大学教育を履修するための制度を導入し，

より高度な学びを希望する高校生が大学において学習できる環境を整備した。。令和５年１

０月には，研究開発拠点校の生徒５名が，科目等履修生として金沢大学に入学し，人間社会

学域法学類「ルールリテラシー」，人間社会学域学校教育学類「教職と学校」，医薬保健学

域薬学類「生体の構造」，国際基幹教育院共通教育科目「スポーツ科学 スポーツ生理学入門 
I」，「スポーツ科学 スポーツ生理学入門 Ⅱ」,「グローバル時代の社会学」，「スポーツ科

学 スポーツ栄養学」といった科目を履修した。 
 
③ 既存事業を活用した AP の実施 

管理機関である金沢大学における既存事業を活用した AP として，「日本数学 A-lympiad」や

「グローバルサイエンスキャンパス」（以下 GSC）を実施しており，北陸圏のみならず，岐阜

県，長野県，埼玉県，横浜市等の高校生も参加している。   
 
④ 財政等支援 

管理機関である金沢大学の自主財源等により，AP として日本数学 A-lympiad や GSC を実施

した。また，本事業の永続的な実施に向け，昨年度に引き続き，拠点校において，グローバル

・リーダー育成基金を運用している。 
 
 
 

７ 研究開発の実績 
（１）実施日程 

 
月 探究ゼミ活動 外部との連携 探求基礎 

4 月 〈1 年生・2 年生探究ゼミ〉 
・探究ゼミのエントリーセッション 
・探究ゼミを構築すること 
・自身の興味に基づいた探究を大まかに捉えること 
〈3 年生探究ゼミｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｷｬﾘｱﾊﾟｽ〉 
・最終探究活動活動 

❶
課
題
の
設
定 

・金沢大学人間社会

学域との連携 
 
 
 
・連携校への顔合わ

せ 

探究基礎 
〈探究とは？本校の探究

についてのオリエンテー

ション〉 
〈先輩の探究から学ぼう〉 

5 月 〈1 年生・2 年生探究ゼミ〉 
・課題を設定するために問題を発見したり，テーマに関

連する情報を収集すること 
〈3 年生探究ゼミｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｷｬﾘｱﾊﾟｽ〉 
・最終探究活動活動 

・金沢大学人間社会

学域との連携 
 
・連携校との交渉 
 
・がん進展制御研究

所との連携（がん研

究体験プログラム実

施のため） 

探究基礎 
〈興味・関心のある言

葉を引き出そう〉 
〈マンダラートで言葉

を広げよう〉 
 
 

6 月 〈1 年生・2 年生探究ゼミ〉 
・課題を設定するために先行研究を整理すること 
・最終探究活動活動 

・NJC（シンガポール

ナショナルジュニア

カレッジ）との連携

スタート 

探究基礎 
〈先行研究の調べ方とは〉 
〈情報を集めよう〉 
 

7 月 〈1 年生・2 年生探究ゼミ〉 
・設定した課題に対して，常に問いを立て直し，先行研

究を整理すること 
・最終探究活動活動 

・金沢大学がん進展

制御研究所（がん研

究体験プログラムの

設計に関する打ち合

探究基礎 
〈フィールドワークと

は？〉 
〈PC スキルアップ〉 
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・自身の探究活動のまとめ 
・学びの履歴書・設計書の作成 

わせ） 
 
 

8 月 〈1 年生・2 年生探究ゼミ〉 
フィールドワーク 
 ➋

情
報
の
収
集 

・連携校との探究デ

ィスカッション 
 

 

9 月 〈1 年生・2 年生探究ゼミ〉 
・フィールドワークで得た知見をもとに，設定した課題

をより焦点化して考える 

・連携校との探究デ

ィスカッション 
 
 

探究基礎 
〈研究倫理について〉 
〈FACT FULNESS（批

判的視点の育成）〉 
10
月 

〈1 年生・2 年生探究ゼミ〉 
・設定した課題を解決するための研究方法を設計する 

・連携校との探究デ

ィスカッション 
 

探究基礎 
〈あんけーと〉 
〈理想のパワポ〉 

11
月 

〈1 年生・2 年生探究ゼミ〉 
・他者と学びを共有することによって，新たな知見を得

て，自身の探究を見直す機会を得る（中間発表会など）。 
➌
整
理
・
分
析 

連携校との探究ディ

スカッション 
金沢大学留学生の協

力 

探究基礎 
〈よりよいプレゼンテ

ーションとは？〉 
〈理想のポスター〉 

12
月 

〈1 年生・2 年生探究ゼミ〉 
・設定した課題を解決するための研究方法を実践する 

連携校や県内協力校

との連携（ミライシ

コウ金沢のため） 
 

探究基礎 
〈プレゼンテーション実

践〉 
〈深める・論じる〉 

1 月 〈1 年生・2 年生探究ゼミ〉 
・得られた結果を分析し，考察を深め，自分の考えをま

とめる。 

 
県外協力校との連携

（ミライシコウ金沢

のため） 
 

探究基礎 
〈ファシリテーターにつ

いて〉 
〈教員による研究論①〉 

2 月 〈1 年生・2 年生探究ゼミ〉 
・自身の探究をまとめ，他者と学びを議論することによ

って，自身の探究をより深める機会を得る。(学びの共

有の日) 

➍
ま
と
め
・
発
表 

金沢大学教授への助

言・審査依頼（ミライ

シコウ金沢のため） 
 
外部への助言・審査

依頼（ミライシコウ

金沢のため） 

探究基礎 
〈よいコメントペーパー

とは〉 
〈教員による研究論②〉 

3 月 〈1 年生・2 年生探究ゼミ〉 
・自身の探究を振り返り，活動の価値を整理し，自分の

考え方を再構築すること 

 

〈ミライシコウ金沢

(高校生探究成果発

表会および高校生国

際会議)〉 

探究基礎 
〈振り返り〉 
 

 
 
 
（２）実績の説明 
（２）－１ 探究カリキュラムの開発 
① 探究ゼミの展開 
拠点校での総合的な探究の時間における目標は，以下に示す資質・能力を中心に，さらに細分

化された種々の資質・能力をそれぞれの探究ゼミの中で育成することである。 

  ・情報を分析し，筋道を立てて考え，正しく判断する力 

  ・言葉を大切にし，言葉を磨き，対等に対話する力 

  ・行動を起こし，広く社会に発信する力        

 

それぞれの探究ゼミにおいては，各ゼミで育成する資質・能力を選定するとともに，それをど

う評価し育成していくかを考えて，各自でカリキュラムを考えていく。 

この探究ゼミ全体として，質の高い探究活動，多様な探究テーマによる全体の学びの活性化，

生徒と生徒の協働性の向上という意義がある。 

 



5 
 

また，それぞれの探究ゼミにおいては，以下のプロセスを実現することを目指す。 

【課題の設定】日常生活や社会に関する疑問や興味をもとに，自ら課題を見つける。 

【情報の収集】課題の中にある具体的な問題について情報を収集する。 

【整理・分析】情報を整理・分析する，知識や技能に結び付ける，考えを出し合ったりするなど問題の解決に取り組む。 

【まとめ・表現】明らかになった考えや意見などをまとめ・表現し，更なる問題の解決を始める。 

 
② 探究ゼミの詳細 
・各教員がゼミを開講する方式とする。生徒は全員，いずれかのゼミに所属する。 

・ゼミの「テーマ設定」や具体的な「運営方法」は各教員の判断で行う。特に「テーマ」に関して

は，教員が提示せず生徒が任意の課題に取り組める「自由探究ゼミ」としてもよい。 

・探究の期間を高校１年４月～高校３年７月を基本期間として考える。 
・原則，所属したゼミの変更がないように留意する。 
・学びの共有の日（２月）で，１年間のゼミ内の探究活動の最終報告の場をもつ。 
 
１．文学ゼミ 
      ex：里山資本主義  ～地方主体の経済へ～ 
２．教育ゼミ 
      ex：教室構造と学習効果 
３．歴史学ゼミ 
      ex：戦争体験を紡ぐ～戦争体験者聞き取り記録集～ 
４．現代アートゼミ 
      ex：現代アートの文脈に基づいた作品作成活動 
５．社会学ゼミ 
      ex：里山資本主義  ～地方主体の経済へ～ 
６．実験体験数学ゼミ 
      ex：現代版ユークリッド原論を作ろう 
７．「人と数学」ゼミ 
      ex：音楽と数学の美しさについて～音律の違いに着目して～ 
８．計算科学ゼミ 
      ex：ペットボトルフリップを成功させる方法 
９．共通テスト数学作問ゼミ 
      ex：共通テスト（現実事象の数学化など）を作ろう 
１０．サイエンスゼミ 
      ex：校内無線 LAN の電波強度とルーターの設置場所の研究 
１１．生物・農学ゼミ 
      ex：切り花を長持ちさせるには 
１２．自由探究ゼミ 
      ex：附属学校特別支援と附属高校のコラボクッキーの作成 
１３．スポーツ（文化的側面）ゼミ 
      ex：マラソンが地域に与える影響とは 
１４．スポーツ科学ゼミ 
      ex：バレーボールのサーブのフォームの研究 
１５．医学部探究ゼミ 
      ex：予防医学のすゝめ～食の改善～ 
１６．言語探究ゼミ 
      ex：オノマトペの言語研究～日英比較研究～ 
１７．英語探究ゼミ 
      ex：高校生のスピーキング力を高めるには 
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        ～リスニング×シャドーイングの観点から～  
１８．学校生活探究ゼミ 
      ex：ユースセンターをよりよくするために 
 
 

さらに，NJC との協働研究を行う生徒たち（Ｎ組）においては，Zoom 等を活用したテレカンフ

ァレンスを 4 回行った。国を超えて，共通のテーマに向かって，議論を交わし，より深い探究に

なるように協力してきた。最後に，研究に関する論文とビデオプレゼンテーションを交換した。 
また，２月に校内で「学びの共有の日」として，拠点校内で全員対象の探究成果発表会を開催

した。 
３月には，ミライシコウ金沢として，県内外の高校生が参加する「高校生探究成果発表会」を

開催し，学校の枠を超えて生徒同士が自らの探究や学びを発表し合い，交流を行った。「探究成

果発表会」には，助言者・審査員として，金沢大学を中心として，国連大学サスティナビリティ

高等研究所いしかわ・かなざわオペレーション・ユニット，北陸先端科学技術大学院大学，北海

道武蔵野女子短期大学，福井大学，等に所属する専門家が助言者・審査員として参画し，専門的

知見を含む多様な知見による学びを深めた。また１，２年生の研究成果についてはプラットフォ

ーム「e-museum」にまとめ，情報発信を行った。 
「グローバル・キャリアパス」では，自己の特徴を認識し，高校 3 年間のさまざまな「学び」

を踏まえて，自己の将来像を構想し，そこに到達するキャリアパスを考えることをねらいとし，

「学びの履歴書」に２年間の経験と学びをまとめ，「学びの設計書」に自己の分析と，将来の目

標設計を作成した。生徒は，今までの学びをポートフォリオ的にまとめることによって，どのよ

うなことを経験し，何ができるようになったかを自覚することができた。 
 
 

 
③ 探究基礎の開発・実施 
 拠点校において，探究の理論的な内容を開発するために，令和４年度から「探究基礎」として

総合的な探究の時間の中で，授業を実践している。具体的には，１年次に探究を推し進める上で

必要となるスキルやコンピテンシー，マインドセットを教授するものである。令和５年度には，

「ファシリテーションスキル」，「良いコメントをする力」，「ポスター作製スキル」，「アンケ

ート作成スキル」，の習得を目的とした授業を展開した。 
 
 
（２）－２ 国内外の高校とのネットワークによる活動 
① 海外との協働研究 
 拠点校教員と生徒が中心となり，Slack や Zoom 等を活用して，NJC と情報交換や意見交換を行

い，連携を更に強化するとともに， NJC と「Comprehensive Approach to Contemporary Social 
Problems」というテーマで協働研究を展開している。令和５年度も，例年通り実施し，これで４期

目の実践となった。 
 主なタイトルは，次のとおりである。 
   ・better voting better life 

・Gender and Carrer 
   ・Special Support Education and Inclusive Education 
   ・How can we prevent the mass disposal of second-hand clothing?    

  

 
また，令和５年度においては，国内外から２０校が参加し，ミライシコウ金沢（高校生探究成

果発表会および高校生国際会議）を，金沢大学にて対面開催した。＜石川県内＞からは、金沢泉

丘高校、金沢西高校、金沢錦丘高校、金沢二水高校、小松高校、大聖寺高校、七尾高校、遊学館高

校、金沢大学附属高校、＜石川県外＞からは仙台城南高校（宮城県）、仙台二華高校（宮城県）、
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上田高校（長野県）、東京学芸大学附属高校（東京都）、東京学芸大学附属国際中等教育学校（東

京都）、高岡高校（富山県）、高志高校（福井県）、藤島高校（福井県）、京都先端科学大学附属

高校（京都府）、田辺高校（京都府）、シンガポール National junior college。高校生探究成果発表

会に 230 人，高校生国際会議に 33 人，高校生ファシリテーター50 人，合計 279 人の高校生，引率

教諭 28 名が参加した。 
 
 
（２）－３ 海外研修/アジア高校生架け橋プロジェクトにおける海外高校生受入 
① 海外研修 
 令和５年度は，拠点校及び連携校において，各校が設定する課題研究に応じ，ディスカッショ

ン等で深めた知見を基に，高校生が適地においてフィールドワーク等を実施する海外研修を予定

していたが，海外渡航費の高騰の影響により，海外渡航を取りやめた。 
 
② 架け橋プロジェクト受入 

令和５年度は，アジア高校生架け橋プロジェクトについて，拠点校における本プロジェクトに

係る留学生受入はなかった。令和６年度においては，拠点校において，国からの提案に応じ，「ア

ジア高校生架け橋プロジェクト」での留学生を受け入れ，当該留学生に国内での多様な経験を積

ませる活動を展開する。 
 
 
（２）－４ 高校生国際会議の開催 
① 高校生国際会議の開催 
 管理機関主催で，拠点校を中心に国内外の高校生や社会人が参加し，高校生国際会議を「ミラ

イシコウ金沢」と題して，金沢大学で実施した。学校や教科の枠組みを越えて，特定のテーマに

ついて，より深く学ぶことを開催の趣旨・目的とした。 
 
高校生国際会議 Youth and Climate Action Conference＞ 
① 開催の趣旨・目的 

気候変動に関する政策立案や国際会議で活躍できる未来のグローバルリーダーに必要とな

る知識と経験を身につける。若者の意義のある意思決定の場の創出をサポートする。気候変

動問題の緊急性と長期的な影響が認識される中、この分野での若者（ユース）の参画の場は

特にアジア圏では限られている。これからの未来を担うユースが気候変動というグローバル

な問題に向き合い、その影響や原因、解決策について深く理解することが重要とされており、

彼らの学びと行動が持続可能な未来を築く鍵となる。 
 

② 内容 
午前の部  Global to Local 気候変動に関する講義 
午後の部 ワークショップ 

（グループごとに各国の代表として気候変動の交渉を行うシミュレーションゲーム） 
 

企画は国連大学サスティナビリティ高等研究所いしかわ・かなざわオペレーション・ユニット

が中心となって企画し，参加者がディスカッションを行った。延べ 33 名が参加し，高校生が議論

を通じて，自己とのつながりや問題の本質を明確化し，学びの深まりに繋げた。 
 
 

８ 目標の進捗状況，成果，評価 
・管理機関における進捗状況・成果 
 前年度の課題「組織全体としての取り組みが必要であることが顕在化してきた。つまり，拠点

校のみならず，管理機関も主体的に事業に携わり，拠点校と連携して事業を運営しないと，持続

可能な学びの深まりを実現できない」に対して，令和５年度においては，特に，ミライシコウ金
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沢について，大学との共催を目指した。昨年度は，「学校教育学類の協力」という声のもと，学校

教育学類との共催を考えたのだが，より難しくなってしまった。依頼したのは「10 人の助言者を

いろいろな学部を超えて集める」ということだったが，それが難しそうに見えた。最終的には 10
人集めることは成功した。しかし，だいぶ前に依頼したものの，話がそれ以降全く進んでいなか

ったため，直前に無理やり人を集める形となってしまった。 
印象として，「大学の先生」は一人一人が研究者であるがゆえに，「大学の先生」に他の「大学

の先生」を動かす，それを依頼すること自体が，そもそも難しそうな印象を受けた。どこか「学

域を超えて一つのイベントを実現することが得意な大学の部署」はないだろうかと考えさせられ

た。「管理機関が主体的に事業に携わる」ということが，非常に難しい問題であると感じた。 
 
 
また，高大接続にかかる AP については，すでに記載のとおり，これまで管理機関で実施してい

る事業を引き続き行うとともに，令和３年度から学域等の科目等履修生の出願資格に「高等学校

等に在学している者」を加え，高校生が大学教育を履修するための制度を全学で導入し，より高

度な学びを希望する高校生が大学において学修できる環境を整備した。令和５年１０月には，研

究開発拠点校の生徒５名が，科目等履修生として金沢大学に入学し，人間社会学域法学類「ルー

ルリテラシー」，人間社会学域学校教育学類「教職と学校」，医薬保健学域薬学類「生体の構造」， 
国際基幹教育院共通教育科目「スポーツ科学 スポーツ生理学入門 I」，「スポーツ科学 スポー

ツ生理学入門 Ⅱ」,「グローバル時代の社会学」，「スポーツ科学 スポーツ栄養学」といった科

目を履修した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・拠点校における進捗状況・成果 
 拠点校においては，令和５年度も１年次から３年次に通貫したカリキュラム開発として，「探

究ゼミ」という探究の形を引き続き実践した。外部への発表件数の推移を以下のようにまとめた。

それを見ると，徐々に発表する機会が増え，全体的なレベルアップができていると判断している。 
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探究の外部発表   発表件数・発表者数の推移 

主催 発表会名 
令和２年 令和 3 年 令和 4 年 令和 5 年 

発表件数 発表者数 発表件数 発表者数 発表件数 発表者数 発表件数 発表者数 

文部科
学省 

文部科学省 
WWL フォーラ

ム 1 3 1 4 1 2 1 2  
 

各県教
育委員
会 

福井県教育
委員会 

福井県合同課題
研究発表会         2 5     

 
 

 

大学主
催 

関西学院大
学 

探究の集い 
（旧 WWL・
SGH 甲子園） 

1 1    1 1   
 
 

 

東京学芸大
学 

東京学芸大学 
SSH/SGH/WWL
課題研究成果発

表会 

2 7 2 2    ６ ８  

 
 

 

金沢大学 

ミライシコウ金
沢(高校生探究成
果発表会部門) 

        12 25 31 46 
 
 

 
ミライソウゾウ
コンテスト        １ １  

名古屋大学 
名古屋大学２０
２３年度ＷＷＬ
生徒研究発表会 

      1 2  

高校主
催 

京都先端科
学大学附属

高校 

京都先端科学大
学附属高校探究
成果発表会 

            1 2  

 
長野県上田

高校 

北陸新幹線サミッ
ト       4 ４ 

小松高校 
令和５年度 究め

る課題研究発表

会 ｉｎ ＫＯＭＡＴＳＵ 
      3 3 

          

学会発
表・科
学賞他 

全国高校生マ
イプロジェク
ト実行委員会 

マイプロジェク
トアワード 

      4 6 
 

 

Glocal 
Academy 

国際シンポジウ
ム 1 1   1 3 

 
 
 

 

 
 

 

SGDｓＱＵＥ
ＳＴみらい甲
子園北陸エリ

ア大会 

       8 16 

          

 

主な受賞 
 

    

✓ミライシコウ金沢探究奨励賞 
数学・情報部門 

✓ミライシコウ金沢探究奨励賞 
保健・多様性・共生部門（×２） 

✓ミライシコウ金沢探究奨励賞 
国際部門 

✓ミライシコウ金沢探究奨励賞 
人文科学部門（×２） 

✓ミライシコウ金沢探究奨励賞 
地域課題・観光部門 

✓ミライシコウ金沢探究奨励賞 
教育部門 

✓ミライシコウ金沢探究奨励賞 
化学・生物部門 
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✓ミライシコウ金沢探究奨励賞 
物理・ものづくり部門 

✓大学生による中高生のための
SDGｓサスティナビリティアワ
ード最優秀賞 

✓SGDｓＱＵＥＳＴみらい甲子園
北陸エリア大会最優秀賞 

✓高校生ＳＤＧｓサスティナビリ
ティコンテスト金賞 

✓社会共創コンテスト２０２３奨
励賞 

✓全国高校生マイプロジェクトア
ワード２０２３地域 summit 特
別賞 

✓東京学芸大学ＳＳＨ／ＳＧＨ／
ＷＷＬ課題研究成果発表会 Ｓ
ＧＨ・ＷＷＬポスター部門優秀
賞 

✓金沢大学ミライソウゾウコンテ
スト審査員特別賞 

✓第１１回高校生ビジネスプラン
・グランプリベスト１００ 

✓名古屋大学２０２３年度ＷＷＬ
生徒研究発表会生物学発表優秀
賞 

 
 

９ 次年度以降の課題及び改善点 
・管理機関における課題及び改善点 
 令和５年度は感染拡大の状況を注視しながらプラットフォーム（e-museum）等を活用し，自走

によりネットワークの拡大・強化を図るとともに，事業を継続的に実施するための基盤の整備等

を行うこととしたい。 
 
 
・拠点校における課題及び改善点 
 
WWL 事業として学校間連携の強化 

 
 昨年までのミライシコウ金沢を中心としたコミュニティを維持することができた。 

今年度，新たに金沢コンソーシアムということで，金沢泉丘，金沢二水，金沢錦丘などの学校

とともに，探究交流会を 10 月 17 日に実施するなど，より濃い交流が生まれてきた。それによっ

て，お互いの探究活動についての悩みやスタイルを話しあった。各学校には，各学校の探究スタ

イルがあり，悩みや要望も様々で，少しずつ，理解しあってきた時期のように考えられる。 
  
 
 
グローバル教育をいかに促進するかの問題 

 
今年度のミライシコウ金沢では，国連大学サスティナビリティ高等研究所いしかわ・かなざわ

オペレーション・ユニットの協力のもと，国際会議を開くことができた。オールイングリッシュ

で行うこととなったが，オールイングリッシュかどうかよりも，グローバルな問題に触れて，地

球規模で物事を考える経験ができたことが財産である。 
今後の課題として，この国際会議のあとの活動で，いかに世界に生徒たちがはばたいていくか，

この国際会議をきっかけに生徒たちがグローバルな経験を積むことができるように，期待してい

る。 
 
 

管理機関と拠点校全体で取り組むことの難しさ 
 
昨年度から課題となっていることだが，やはり組織全体として取り組むことは難しい。 
昨年度は，主催が学校教育学類という形に一度なったものの，最後は金沢大学が主催となるな

ど，二転三転する展開となった。まだまだ，協働の形が見えない段階である。今後，以前よりも，

お互いがよりコミュニケーションをとって，主体的に意見を持ち，全体で意見を交換するような
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場を生み出していくことが必要であると考える。 
 

 

第２章 実施報告書 
 

 

１ 探究カリキュラムの開発 
 

① 目的 
ゼミ全体の包括する総合的な探究の時間における目標は，本校の学校目標「①激動が予想され

る 2030 年に向け，「地球サイズの教育」を実践し，学校創設以来の校訓「自主自律の精神を身に

付けたグローバルに活躍できる異才を育成する」，「②自ら課題を見つけ，主体的に解決に挑む

姿勢をもち，広く社会に貢献できる人材を育成する」ことを前提に，以下に示す資質・能力を中

心に，さらに細分化された種々の資質・能力を各ゼミの中で育成することである。 

 

学校目標の中で掲げられている特に身に付けたい力 

  ・情報を分析し，筋道を立てて考え，正しく判断する力 

  ・言葉を大切にし，言葉を磨き，対等に対話する力 

  ・行動を起こし，広く社会に発信する力        

 

各ゼミにおいては，自分のゼミで育成する資質・能力を選定するとともに，それをどう評価し

育成していくかを考えて，自身のゼミのカリキュラムを考えていく。 

この探究ゼミでは，質の高い探究活動，多様な探究テーマによる学校全体の学びの活性化，生

徒と生徒の協働性の向上という意義がある。 

 

 

 
 
 
② 探究のプロセス 
（参考：文部科学省 
高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説より） 
 
【課題の設定】 
 日常生活や社会に関する疑問や興味をもとに，自ら課題を見つける。 
【情報の収集】 

課題の中にある具体的な問題について情報を収集する。 
 

【整理・分析】 
その情報を整理・分析したり，知識や技能に結び付けたり，考えを出し合ったりしながら問題 
の解決に取り組む。 
 

【まとめ・表現】 
明らかになった考えや意見などをまとめ・表現し，更なる問題の解決を始める。 
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③ 探究活動に関する確認事項 
ゼミ運営について 

・探究ゼミ（金曜６限を指す）は各教員がゼミを開講する方式とする。生徒は全員，いずれかの

ゼミに所属する。 

・ゼミの「テーマ設定」や具体的な「運営方法」は各教員の判断で行う。特に「テーマ」に関して

は，教員が提示せず生徒が任意の課題に取り組める「自由探究ゼミ」としてもよい。 

・探究の期間を高校１年４月～高校３年７月を基本期間として考える。 
・原則，所属したゼミの変更がないように留意する。 

(生徒からゼミを変更したい旨があっても，ゼミの変更は原則認めない。ゼミを変更せずにや

る内容を変更する等，ゼミの先生と相談して対話によって解決することを目指す。) 
 
提出物について 

・高校１・２年生での探究活動における「共通の提出物」はない。 
・E-museum について 
 E-museum のリンクは，以下の通り。 

https://p-room.online/public/?key=vBrpLh3grVmsOKJ4 
 希望する場合は，E-museum に成果物をアップすることができる。（ただし，指導教員の承諾

を得たもののみとする。） 
 
④ 学校全体のイベント 
１． エントリーセッション４月 
 １年生対象のオリエンテーション。４月末に，１年生は興味のあるゼミの見学に行き，その後，

希望調査を行う。 
 
２． ゼミ合同中間発表会 

希望するゼミを対象とした中間報告の場。令和５年１１月１７日（金）に研究大会の中で実施。 
 
 

３． 学びの共有の日 
１年間のゼミ実践の最終報告の場。令和６年２月１６日（金）午前に実施。 

 

⑤ 評価 
【評価の観点】 
① 知識・技能 

課題に関する概念的知識を獲得し，よりよい課題解決のために必要な技能を身につけている。 

② 思考力・判断力・表現力 

日常生活や実社会から問いを発見し，探究的な視点や考え方から課題を立て，情報を収集・整

理し，発表している。 

③ 主体的に学習に取り組む態度 

 協働的に課題の解決に取り組み，そこから得た学びを自己形成に生かしている。 
 

【評価の対象となる活動】 
・高校１年生：４月～３月までの間のゼミによる探究活動。 

・高校２年生：４月～３月までの間のゼミによる探究活動。 

 



13 
 

２ 探究基礎 
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３ 海外交流 
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National Junior College and Kanazawa University Senior Highschool 
 

Project Proposal for Collaborative Study 2023 
 
1．Possible Projects 
 
(i) Research question: What can we do in order to increase “Food self-sufficiency rate”? 
      ・Check differences in young people’s awareness of agriculture among countries 
      ・Check each country’s issues in agriculture 
      ・Check each country’s projects for agriculture 
      ・Check the possibility of Japan/Singapore introducing SMART agriculture 
 
 NJC KUSHS 
Students 4 students 2 students (16-17 years old) 

 
 
(ii) Research question: Differences in sexual awareness among young people 
      ・Check how young generate sexual awareness in each country 
      ・Check each country’s gender stereotype 
      The team members are especially trying to grasp how gender stereotypes affect people having 

relationships.  Also they want to check whether the government policy can affect people’s having 
sexual awareness. 

 
 NJC KUSHS 
Students 4 students 2 students  (16-17 years old) 

 
  
(iii) Research question: Tourism 
 
 

  NJC KUSHS 
Students 4 students 2~3 students  (15-16 years old) 

 
(iv) Research question: Migration 
 
 

  NJC KUSHS 
Students 4 students 2 students  (15-16 years old) 

 
2．Proposed timeline 
 

Jul Teleconference in the fourth week  

Aug  

Sept Teleconference in the middle of Sept  

Oct  

Nov Teleconference in the fourth week 

Dec  
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Jan Teleconference in the fourth week 

Feb  

Mar Teleconference 

 
  Teleconference will be delivered through ZOOM. 
 
【Schedule】 
We would like to have the first teleconference in the fourth week of July.  We’d really appreciate if students 
have at least first contact through SLACK before the first teleconference.  
 
【Communication means】 
We would like to use “Slack” in order to exchange our ideas and opinions. 
If you agree to using Slack, we will make a work space for the project on Slack and we will let you know. 
(We need all the members’ email addresses)  
 
【The goal】 
Exchange ideas/opinions, expand views, and Express and explain what has been done as the final presentation 
 

 

４ ミライシコウ金沢 
また，令和５年度において，主催を金沢大学，主管を金沢大学附属高等学校として，国内外か

ら２０校が参加し，ミライシコウ金沢（高校生探究成果発表会および高校生国際会議）を，金沢

大学にて対面開催した。＜石川県内＞からは、金沢泉丘高校、金沢西高校、金沢錦丘高校、金沢

二水高校、小松高校、大聖寺高校、七尾高校、遊学館高校、金沢大学附属高校、＜石川県外＞から

は仙台城南高校（宮城県）、仙台二華高校（宮城県）、上田高校（長野県）、東京学芸大学附属高

校（東京都）、東京学芸大学附属国際中等教育学校（東京都）、高岡高校（富山県）、高志高校

（福井県）、藤島高校（福井県）、京都先端科学大学附属高校（京都府）、田辺高校（京都府）、

シンガポール National junior college。高校生探究成果発表会に 230 人，高校生国際会議に 33 人，

高校生ファシリテーター50 人，合計 279 人の高校生，引率教諭 28 名が参加した。 
 
１．主催・主管     
主催 金沢大学 
共催 国連大学サステイナビリティ高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティン

グ・ユニット   主管 金沢大学附属高等学校  
 

２. 会場  金沢大学 自然科学大講義棟，自然科学本館（〒920-1192 石川県金沢市

角間町） 
 
３. 日時   令和 6 (2024) 年 3 月 16 日(土)   

9：00 ～ 9：30 受付 

9：30 ～ 9：50 開会行事・全体会 

10：00 ～ 11：55 プログラムＡ・Ｂ 午前の部 

11：55 ～ 13：10 昼休憩（教員による探究ランチョンミーティング） 
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13：10 ～ 15：05 プログラムＡ・Ｂ 午後の部 

15：15 ～ 15：25 閉式行事 

 
４．プログラム（以下，すべてのプログラムを対面形式での実施とし，海外交流校のみオンライン対応とする） 

プログラムＡ 高校生探究成果発表会 
  ① 目的 

・生徒が自ら探究した成果を発表し，大学教員などの専門家から評価を得るこ

とで，各自の探究を更に深化させる機会とする。 
・生徒が主体的に意見交換を行うことで，互いに知見を深めるとともに交友関

係を拡げる機会とする。 
・高校と大学が連携して生徒の課題研究を支援し評価することを通して，育成

すべき資質・能力を不断に見直し，教育課程の改善に資する機会とする。 
② 分科会 
１．人文科学（文化・芸能・歴史） ２．生活（家庭・衣食住・経済）  
３．地域課題・観光        ４．教育 
５．国際（使用言語は英語のみ）  ６．保健・多様性・共生 
７．環境・防災          ８．化学・生物 
９．物理・ものづくり      １０．数学・情報 

③ 時程 
・午前の部 １０：００ ～ １１：５５  午前６発表 

１０：００～１０：１５ 第１ターム 
１０：２０～１０：３５ 第２ターム 
１０：４０～１０：５５ 第３ターム 
１１：００～１１：１５ 第４ターム 
１１：２０～１１：３５ 第５ターム 
１１：４０～１１：５５ 第６ターム 

    ・昼食休憩 
・午後の部 １３：１０ ～ １５：０５  午後６発表 

１３：１０～１３：２５ 第７ターム 
１３：３０～１３：４５ 第８ターム 
１３：５０～１４：０５ 第９ターム 
１４：１０～１４：２５ 第１０ターム 
１４：３０～１４：４５ 第１１ターム 
１４：５０～１５：０５ 第１２ターム 

  ④ 形式 
・各分科会１２発表。 

   ・１発表につき１５分（発表８分 質疑応答７分）。 
   ・発表形式は，ポスター形式またはパワーポイントによる発表。 
  ⑤ 探究奨励賞 

・分科会ごとに１～２本探究奨励賞が準備されます。 
・表彰状は後日郵送します。  
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プログラムＢ  高校生国際会議 Youth and Climate Action Conference 
 ① 開催の趣旨・目的 

気候変動に関する政策立案

や国際会議で活躍できる未

来のグローバルリーダーに

必要となる知識と経験を身

につける。若者の意義のある

意思決定の場の創出をサポ

ートする。気候変動問題の緊

急性と長期的な影響が認識

される中、この分野での若者

（ユース）の参画の場は特に

アジア圏では限られている。

これからの未来を担うユー

スが気候変動というグロー

バルな問題に向き合い、その

影響や原因、解決策について

深く理解することが重要と

されており、彼らの学びと行

動が持続可能な未来を築く

鍵となる。 
 
 
 
 
 

 ② 時程 
・午前の部 １０：００ ～ １１：５５   

Global to Local 気候変動に関する講義（COP28 の成果、日本や石川県でのアクション、課題解決に

ついて） 
・午後の部 １３：１０ ～ １５：０５  
ワークショップ（グループごとに各国の代表として気候変動の交渉を行うシミュレーションゲーム） 

  
 
③ 対象 
・使用言語：英語 
・高校１年生・高校２年生 
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探究ランチョンミーティング 
 

参加した学校の教員で，探究

に関するランチョンミーティ

ングを行う。少人数のグルー

プに分かれて意見交換をしな

がら，日頃の探究活動をどの

ように行っているかなどの情

報交換を行い，各学校におけ

る探究教育活動を見つめ直す

機会を得ることを目的とす

る。 
 

① 時程  １２：００ ～ １３：００ 
② 対象  各学校の教諭 

 
５．募集人数および申し込み方法 

① 募集人数 
プログラムＡ 高校生探究成果 
発表会の申し込み数は以下の

通りです。 
発表申し込みは，上限 3 枠まで

申し込むことができます。ただ

し，同じ分科会の申し込みの上

限を２枠とします。（運営の都

合上，可能な限り，異なる分科

会に申し込んでいただけると

幸いです。） 
 
 
 
プログラムＢ 高校生国際会議の申し込み数は１校当たり生徒最大３名参加可能です。 

 
② 申し込み方法 
 第 0 次申し込み（2 月７日(水)まで） 

各学校における申し込み担当教諭の

情報を登録します。   
登録を確認次第，第 1 次申し込み用の

ファイルを担当者様へお送りします。 
   右のグーグルフォームより登録し

てください。 
（第 0 次申し込みをいただいても，貴校

で参加者が得られないなど参加を辞退

される 
場合は，以下の手続きは不要です。） 
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第 1 次申し込み（2 月 14 日(水)
まで：A プログラム・B プログ

ラムともに同じ申し込みファ

イル） 
第１次申し込みエクセルファイル

(申し込み担当教諭に事前にメール

にて送信)に必要事項(発表者氏名，

発表タイトル，国際会議参加者氏

名，探究協議会参加者氏名など)を
記載して，以下のメールアドレスに

送信する。  
申し込み先メールアドレス： 

kushs.staff1947@gmail.com 
 

第 2 次申し込み（3 月 1 日(金)
まで：高校生探究成果発表会

のみ） 
第 2次申し込みエクセルファイル(申
し込み担当教諭に事前にメールにて

送信)に必要事項を記載して，所定の

発表概要(200 字)ファイル＋発表用

資料(パワーポイント資料など)を期

日までに以下のメールアドレスに送

信する。(e-museum にアップロード

し，助言者に事前に閲覧できるよう

に準備します。) 
申し込み先メールアドレス：

kushs.staff1947@gmail.com 
 

６．移動手段と交通費について 
・金沢市外に住所のある学校を対象

に，当日，金沢駅から金沢大学へ

のバスを手配します。金沢市外に

住所のある学校の参加者であれ

ば，乗車人数に制限はありません。 
    (バス利用の申し込みが想定した

人数を下回った場合には，市内の

学校に対しても，可能な範囲でご

乗車いただけるように調整させ

ていただきます。) 
 

金沢駅西口バスターミナル 
第１便 7 時 30 分出発   
第２便 8 時 30 分出発予定 
  金沢大学 15 時 45 分出発予定 
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７．個人情報の扱い 
・本プログラムの実施にあたり，

生徒の活動を撮影し，ホーム

ページや研究冊子に掲載させ

ていただくことにご理解，ご

承諾いただきますようお願い

致します。 
・成果発表会の発表者は，発表

概要と発表用資料をすべて

e-museum(オンライン上の成

果物閲覧集)にアップロード

させていただくことにご理

解，ご承諾いただきますよう

お願いいたします。e-museum
は，ミライシコウ金沢に参加

した学校を対象に，閲覧でき

るようにします。 
 
 
８．注意事項 
・各学校の先生の引率が参加条

件となります。 
・午前中のみ参加，午後のみ参加な

どの要望があれば，事前にお知らせ

ください。 
・ポスター発表者は，各校にて A０

版に印刷して，当日持参してくださ

い。 
（パワーポイント資料発表につい

ては，パソコンや発表資料は準備さ

せていただきます。） 
・当日は，各自昼食持参となります。 
・筆記用具持参でお願いします。（当

日，発表者に対してコメントペーパ

ーを書くため） 
 
 
７．事後アンケート 
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